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高島市議会だより 2022．第86号 2

委員会報告

決　算
特別委員会

委員長 髙木 広和

　

令
和
３
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、

歳
入
決
算
額
３
２
１
億
５
６
２
５
万

円
、
歳
出
決
算
額
３
１
２
億
６
２
７
５

万
円
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
８

億
９
３
５
０
万
円
で
、
翌
年
度
へ
繰
り

越
す
べ
き
財
源
１
億
３
１
７
６
万
円
を

控
除
し
た
実
質
収
支
額
は
７
億
６
１
７

４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
決
算
額
を
財
源
別
に
み
る
と
、

自
主
財
源
が
90
億
３
５
２
４
万
円
で
歳

入
全
体
の
28
・
１
％
、
依
存
財
源
が

２
３
１
億
２
１
０
１
万
円
で
歳
入
全
体

の
71
・
9
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
前
年

度
比
は
39
億
４
７
１
８
万
円
の
減
で

10
・
9
％
の
減
少
率
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、
令
和
２
年

度
に
実
施
さ
れ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
に
係
る
国
庫

支
出
金
の
減
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
決
算
額
の
主
な
款
別
執
行
額

は
、
民
生
費
88
億
１
５
８
１
万
円
、
総

務
費
48
億
９
４
０
０
万
円
、
公
債
費
33

億
７
８
８
４
万
円
、
土
木
費
33
億
６
９

２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
比
は

38
億
８
６
８
５
万
円
の
減
で
11
・
１
％

の
減
少
率
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
の

給
付
や
地
域
通
貨
ア
イ
カ
の
配
布
な
ど

「
た
か
し
ま
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

よ
る
市
民
生
活
や
地
域
経
済
へ
の
支
援

の
実
施
に
加
え
、
大
雪
に
よ
る
道
路
除

雪
費
用
の
増
な
ど
の
増
加
要
因
が
あ
っ

た
も
の
の
、
令
和
２
年
度
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
と

し
て
実
施
さ
れ
た
特
別
定
額
給
付
金
事

業
の
終
了
に
よ
る
大
幅
な
減
と
な
っ
た

こ
と
が
主
な
要
因
で
す
。

　
決
算
審
査
に
当
た
っ
て
は
、
予
算
執

行
の
結
果
や
行
政
効
果
を
客
観
的
に
検

証
し
、
今
後
の
予
算
編
成
や
財
政
運
営

に
活
か
さ
れ
る
よ
う
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

採
決
の
結
果　

　
議
第
66
号
は
「
可
決
お
よ
び
認
定
す

べ
き
も
の
」
そ
の
他
８
議
案
は
「
認
定

す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

本会議での討論
　
漏
水
対
策
等
で
有
収
率
を
引
上

げ
て
の
純
利
益
計
上
の
決
算
で
あ

る
が
、
令
和
５
年
度
の
水
道
料
金

15
％
引
上
げ
改
定
を
含
む
「
経
営

戦
略
」
実
施
の
初
年
度
で
も
あ

り
、
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見

に
対
す
る
市
の
改
善
計
画
に
お
い

て
「
水
道
料
金
改
定
」
を
示
し
た

決
算
の
認
定
は
で
き
な
い
。

　
施
設
の
統
廃
合
や
管
路
更
新
の

た
め
、
施
設
改
良
な
ら
び
に
配
水

管
布
設
の
設
計
業
務
お
よ
び
工
事

が
実
施
さ
れ
る
な
ど
、
水
道
水
の

安
定
供
給
に
向
け
て
適
切
に
取
り

組
ま
れ
た
と
理
解
で
き
る
。
よ
っ

て
可
決
お
よ
び
認
定
す
べ
き
も
の

と
判
断
す
る
。 森

脇　
徹 

議
員

山
下
　 

巧 

議
員

反
対

議
第
66
号　
令
和
３
年
度
高
島
市

水
道
事
業
会
計
利
益
の
処
分
お
よ

び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

賛
成

各
委
員
会
で
は
、
本
会
議
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

開
催
日  

９
月
21
日
㈬
・
22
日
㈭



高島市議会だより 2022．第86号3

委員会報告

予　算
常任委員会

委員長 髙木 広和

○
障
が
い
者
社
会
福
祉
施
設
等
整
備
事

業
　
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
障
が
い
者

等
に
、
入
浴
・
排
せ
つ
・
食
事
等
の
介

護
や
創
作
活
動
な
ど
の
機
会
を
提
供
す

る
施
設
の
整
備
に
対
し
、
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業

　
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に
対
応
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
追
加
接
種
に

必
要
な
経
費
を
計
上
し
ま
す
。

○
廃
棄
物
処
理
施
設
災
害
復
旧
事
業

　
本
年
３
月
に
大
雪
に
よ
り
今
津
不
燃

物
処
理
場
の
敷
地
内
法
面
が
崩
落
し
た

こ
と
か
ら
、
災
害
復
旧
工
事
を
行
い
ま

す
。

○
農
業
用
燃
油
等
高
騰
対
策
緊
急
支
援

事
業

　
燃
油
等
の
高
騰
に
よ
り
影
響
を
受
け

る
農
業
者
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
農
業

経
営
に
係
る
動
力
光
熱
費
の
補
助
を
行

い
ま
す
。

○
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
整
備
事

業
　
子
ど
も
子
育
て
分
野
で
の
総
合
支
援

と
し
て
、「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠

点
」
を
整
備
す
る
た
め
の
実
施
設
計
を

行
い
ま
す
。

○
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

緊
急
支
援
給
付
金
給
付
事
業

　
電
力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価
格
高

騰
に
よ
る
負
担
増
に
よ
り
、
家
計
へ
の

影
響
が
大
き
い
低
所
得
世
帯
（
住
民
税

非
課
税
世
帯
等
）
に
「
電
力
・
ガ
ス
・

食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援
給
付

金
」
を
給
付
し
ま
す
。

採
決
の
結
果　

　
予
算
常
任
委
員
会
が
付
託
を
受
け
た

８
議
案
は
、
い
ず
れ
も
「
可
決
す
べ
き

も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
事
業

■歳入歳出決算状況
会　　計 年　度 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額

一般会計
令和３年度 321億5625万 312億6275万 ８億9350万
令和２年度 361億0343万 351億4960万 ９億5383万

特別会計
令和３年度 123億7271万 122億0943万 １億6328万
令和２年度 120億5124万 118億7477万 １億7647万

事業会計
（収益的収支のみ記載）

水道
令和３年度 11億5200万 10億4947万 １億0253万
令和２年度 11億5232万 10億0587万 １億4645万

下水道
令和３年度 25億8631万 25億9585万 △954万
令和２年度 26億1298万 26億0933万 365万

病院
令和３年度 59億2108万 54億5660万 ４億6448万
令和２年度 58億6360万 53億1697万 ５億4663万

介護老人保健施設
（陽光の里）

令和３年度 ４億 7040万 ４億 8405万 △ 1365万
令和２年度 ４億 9303万 ４億 8713万 590万

■健全化判断比率の状況
平成 30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 県内市町平均

（令和２年度） 早期健全化基準

実質赤字比率 
（一般会計を中心とした赤字の割合） 赤字なし 赤字なし 赤字なし 赤字なし 赤字なし 12.60%

連結実質赤字比率 
（全ての会計の赤字の割合） 赤字なし 赤字なし 赤字なし 赤字なし 赤字なし 17.60%

実質公債費比率 
（年間の借金返済額の割合） 10.0% 9.3% 9.5% 9.6% 5.4% 25.0%

将来負担比率 
（将来負担が見込まれる負債の割合） 31.1% 22.6% 15.0% 1.3% － 350.0%

◆健全化判断比率とは 
自治体の財政状況を早期に把握し、破たんを防ぐことをねらいとして制定されたものです。	 	 	 	 	
※この基準を超えると、財政再建のための計画をつくり、立て直しに取り組む必要があります。

危険信号※

開
催
日  

８
月
31
日
㈬

　
　
　

  

９
月
26
日
㈪
・
30
日
㈮
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委員会報告

総　務
常任委員会

委員長 澤本 長俊

　
地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
職
員
の

妊
娠
・
出
産
・
育
児
等
の
仕
事
の
両
立

支
援
の
た
め
に
講
じ
る
措
置
と
し
て
、

育
児
休
業
等
の
取
得
要
件
が
緩
和
さ
れ

た
こ
と
等
に
伴
い
、
本
市
に
お
い
て
も

国
に
準
じ
た
制
度
と
す
る
た
め
、
所
要

の
改
正
を
行
う
も
の
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
応
と
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
が
重

　
高
島
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い

て
、
特
定
優
良
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促

進
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
が
改
正
さ

れ
、
入
居
者
資
格
の
見
直
し
が
行
わ
れ

た
こ
と
か
ら
、
整
合
性
を
図
る
た
め
高

島
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
設
置
お
よ

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。

採
決
の
結
果

　
「
全
員
賛
成
」で「
可
決
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

な
る
最
前
線
で
働
く
保
育
お
よ
び
看
護

職
員
の
収
入
を
引
き
上
げ
る
た
め
、
令

和
４
年
２
月
か
ら
行
っ
て
い
る
特
殊
勤

務
手
当
お
よ
び
期
末
手
当
の
処
遇
改
善

に
つ
い
て
、
令
和
４
年
10
月
以
降
も
継

続
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
。

　　
滋
賀
県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
高
島
市
会
計
年
度
任
用
職

員
の
一
部
職
種
の
報
酬
単
価
を
見
直
す

た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
。

採
決
の
結
果

　
い
ず
れ
も
「
全
員
賛
成
」
で
「
可
決

す
べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

議
第
70
号　
高
島
市
職
員
の
育
児

休
業
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
案

議
第
73
号　
高
島
市
特
定
公
共
賃

貸
住
宅
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案

議
第
71
号　
高
島
市
職
員
の
特
殊

勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案

議
第
60
号　
議
決
事
項
（
公
の
施

設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
）
の
変

更
に
つ
き
議
決
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

議
第
84
号　
高
島
市
会
計
年
度
任

用
職
員
の
報
酬
、
期
末
手
当
お
よ

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
案

産業建設
常任委員会

委員長 福井 節子

文教福祉
常任委員会

委員長 早川 浩德

　
令
和
４
年
３
月
25
日
に
議
決
を
得
た

高
島
市
新
旭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や

す
ら
ぎ
荘
」
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
、
社
会
福
祉
法
人
高
島
市
社
会

福
祉
協
議
会
を
指
定
管
理
者
と
し
て
指

定
す
る
期
間
を
令
和
５
年
３
月
31
日
ま

で
に
繰
り
上
げ
る
も
の
。

　　
新
旭
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら

議
第
72
号　
高
島
市
新
旭
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
設
置
お
よ
び
管
理

に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

案

開
催
日  

９
月
14
日
㈬
・
30
日
㈮

開
催
日  

９
月
16
日
㈮

開
催
日  

９
月
15
日
㈭
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委員会報告

請
願
趣
旨

　
教
育
機
会
確
保
法
制
定
に
際
し
、
衆

議
院
文
部
科
学
委
員
会
お
よ
び
参
議
院

文
教
科
学
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
附
帯
決

議
し
た
内
容
で
あ
る
「
不
登
校
の
児
童

生
徒
が
、
い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

等
の
学
校
以
外
の
場
に
お
い
て
行
う
多

様
な
学
習
活
動
に
対
し
て
は
、
そ
の
負

担
の
軽
減
の
た
め
の
経
済
的
支
援
の
在

り
方
に
つ
い
て
、
検
討
し
、
そ
の
結
果

に
基
づ
き
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講

ず
る
こ
と
」
を
進
め
る
よ
う
求
め
る
旨

の
意
見
書
を
採
択
し
、
政
府
、
関
係
省

庁
へ
提
出
す
る
よ
う
求
め
る
も
の
。

採
決
の
結
果

　
「
全
員
賛
成
」
で
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。

ぎ
荘
」
に
つ
い
て
、
周
辺
地
域
に
お
け

る
民
間
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
充
実

に
よ
り
、
地
域
に
お
け
る
福
祉
サ
ー
ビ

ス
資
源
が
充
足
し
て
い
る
と
判
断
で
き

る
こ
と
か
ら
、施
設
を
廃
止
す
る
も
の
。

　
「
社
会
福
祉
法
人
初
穂
会
」
を
朽
木

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
朽
木
小
規

模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
ま
ゆ
り
の

里
・
地
域
密
着
型
小
規
模
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
や
ま
ゆ
り
の
里
の
指
定
管
理

者
に
指
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
。

採
決
の
結
果

　
い
ず
れ
も
「
全
員
賛
成
」
で
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

議
第
81
号
・
82
号
・
83
号　
公
の

施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

き
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

請
願
第
２
号　
「
不
登
校
児
童
生

徒
に
対
し
て
多
様
な
学
習
機
会
の

確
保
の
た
め
の
経
済
的
支
援
制
度

の
確
立
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提

出
を
求
め
る
請
願

　公募に応募のあった３か所について、新
ごみ処理施設建設検討委員会の答申結果
が、いずれも不適であったことの報告を執
行部より受けました。
　今後は、市が主体的に候補地選定を行う
べきとの意見が出ました。

　市長より新ごみ処理施設建設候補地の選
定について説明を受け、今後の進め方等に
ついて、委員会で了承しました。

高島市新ごみ処理施設建設特別委員会を開催高島市新ごみ処理施設建設特別委員会を開催高島市新ごみ処理施設建設特別委員会を開催高島市新ごみ処理施設建設特別委員会を開催
令和４年７月26日（火）
午前 10時 00分から

令和４年９月28日（水）
午後１時00分から

その他の開催日

・令和４年９月30日（金）
・令和４年10月３日（月）
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一般質問一般質問

今
後
ど
の
よ
う
な
方
針
、

今
後
ど
の
よ
う
な
方
針
、

方
向
性
で
進
め
ら
れ
る
の
か

方
向
性
で
進
め
ら
れ
る
の
か

早
期
に
一
般
廃
棄
物
を
安
定
処
理
で
き
る
体
制

の
構
築
に
努
め
ま
す

　
活
断
層
が
要
審
議
項
目
と
な
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

見
解
か
。

　
今
後
ど
の
よ
う
な
方
針
、
方
向

性
で
進
め
ら
れ
る
の
か
。

　
３
地
区
か
ら
の
応
募
に
つ
い
て

公
募
の
段
階
か
ら
活
断
層
付
近
と

わ
か
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

な
ぜ
公
募
の
対
象
に
し
た
の
か
。

新ごみ処理施設建設に
ついて

問

問問

問答

地
が
あ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
地
震

で
あ
れ
ば
現
在
の
建
築
工
学
や
土

木
工
学
の
技
術
等
で
ク
リ
ア
で
き

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
専

門
家
の
意
見
を
聴
く
た
め
に
も
、

あ
え
て
候
補
地
か
ら
外
す
と
い
う

選
択
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。

　
市
長

　
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る

将
来
見
通
し
よ
り
も
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵
攻

や
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
生
産
活
動

の
低
迷
、原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
、

世
界
の
社
会
経
済
情
勢
の
影
響
に

よ
り
、
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
お

か
れ
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
雇
用
環
境
に
つ
い
て
は
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
加
速
度
的
な
進
展

や
脱
炭
素
化
の
流
れ
を
鑑
み
、
今

後
大
き
な
変
化
が
あ
る
と
受
け
止

め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
流
れ
に

対
応
す
る
た
め
、
市
で
は
高
島
地

域
雇
用
創
造
協
議
会
に
よ
り
、
企

業
が
必
要
と
す
る
能
力
や
ス
キ
ル

を
取
得
す
る
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開

催
し
、
企
業
と
求
職
者
の
マ
ッ
チ

ン
グ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

答

　
市
長

　
水
害
リ
ス
ク
を
理
由
に
市
議
会

に
お
い
て
2
度
に
わ
た
り
否
決
さ

れ
、
市
と
し
て
断
念
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
建
設

検
討
委
員
会
で
は
、
活
断
層
等
の

評
価
項
目
を
要
審
議
事
項
に
加
え

た
上
で
、
専
門
家
に
よ
る
知
見
も

含
め
て
適
否
を
評
価
す
る
選
定
方

法
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
か
ら
何
度
も
市
議
会
に
説
明
申

し
上
げ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

答

そ
の
他
の
質
問

陸
上
自
衛
隊
　
今
津
駐
屯
地
の

体
制
維
持
・
強
化
に
つ
い
て

そ
の
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

な
見
解
を
も
っ
て
い
る
か
。

　
生
産
年
齢
人
口
減
少
が
推
測
さ

れ
る
状
況
で
、
今
後
の
産
業
、
経

済
の
動
向
を
、
ど
の
よ
う
に
分
析

や
推
察
し
、
雇
用
環
境
の
変
化
と

問

代表質問 髙木　広和 議員
市民クラブ　高島の虹

　
市
長

　
現
在
、
伊
賀
市
に
令
和
11
年
度

末
ま
で
受
け
入
れ
を
容
認
い
た
だ

い
て
い
る
中
で
、
早
期
に
一
般
廃

棄
物
を
安
定
処
理
で
き
る
体
制
の

構
築
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
市
長

　

様
々
な
災
害
リ
ス
ク
が
あ
り
、

地
質
、
地
勢
上
、
い
ろ
い
ろ
な
土

答答

地
域
経
済
の
変
化
と
雇
用
促
進

に
つ
い
て
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コ
ロ
ナ
感
染
で
、
お
亡
く
な
り
に

コ
ロ
ナ
感
染
で
、
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
方
へ
の
尊
厳
あ
る
対
応
に

な
っ
た
方
へ
の
尊
厳
あ
る
対
応
に

つ
い
て

つ
い
て

国
・
県
か
ら
見
直
し
指
示
が
あ
り
、
検
討
し
て

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す

　
市
が
候
補
地
を
選
定
後
、
建
設

検
討
委
員
会
に
諮
る
こ
と
に
な
る

の
か
。

　

選
定
か
ら
決
定
ま
で
の
情
報

は
、
検
討
委
員
会
へ
諮
問
後
の
公

開
と
な
る
の
か
。
庁
内
の
選
定
経

過
は
公
開
の
対
象
か
。

　
候
補
地
の
所
在
地
・
周
辺
の
皆

様
に
は
、
い
つ
の
段
階
で
説
明
す

る
の
か
。

定
し
て
い
く
流
れ
に
な
り
ま
す
。

　
市
長

　
市
が
候
補
地
を
選
定
後
、
建
設

検
討
委
員
会
に
提
示
し
、
候
補
地

の
適
否
の
判
断
を
い
た
だ
き
、
並

行
し
て
施
設
整
備
基
本
計
画
を
策

　
市
長

　
建
設
検
討
委
員
会
で
、
こ
れ
ま

で
の
評
価
基
準
を
参
考
に
意
見
を

伺
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
市
長

　
個
人
情
報
や
政
策
決
定
過
程
に

あ
る
も
の
等
は
、
必
要
な
判
断
を

し
て
い
ま
す
。

　
市
長

　
当
然
必
要
な
場
合
は
、
丁
寧
な

説
明
を
し
て
い
き
ま
す
。

新型コロナから市民の
命と健康を守り、生活
の安心へ

問

問 問

答

答答 答

問答

一般質問一般質問

　
コ
ロ
ナ
感
染
で
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
方
の
火
葬
は
、
遺
族
の
入

場
は
な
く
玄
関
で
お
骨
の
手
渡
し

だ
。
尊
厳
あ
る
対
応
に
つ
い
て
。

　
市
長　

　

国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に

対
応
し
て
い
ま
す
。
苦
情
等
の
ご
意

見
は
届
け
ら
れ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。

問答　
県
下
の
多
く
の
斎
場
が
火
葬
と

収
骨
に
遺
族
５
名
が
立
会
い
だ
。

見
直
し
を
す
べ
き
で
な
い
か
。

　
小
児
救
急
や
一
般
救
急
が
コ
ロ

ナ
禍
で
激
増
し
て
い
る
。
県
は
、

こ
の
救
急
を
大
津
・
高
島
で
統
合

方
針
だ
。
県
に
対
し
意
見
さ
れ
て

い
る
か
。

　
市
長

　
各
斎
場
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情

に
応
じ
て
感
染
防
止
対
策
の
徹
底

を
図
る
と
い
う
判
断
の
中
で
対
応

し
て
い
る
の
が
今
日
の
現
状
で

す
。
た
だ
、
国
・
県
か
ら
見
直
し

の
検
討
指
示
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
今
後
、
一
度
検
討
し
て
み
た

い
と
考
え
ま
す
。

　
市
長

　
今
回
の
２
価
ワ
ク
チ
ン
は
、
２

回
の
接
種
を
終
え
た
方
が
対
象
と

な
り
、
保
育
士
も
含
ま
れ
ま
す
。

早
け
れ
ば
今
月
中
に
も
接
種
券
を

発
送
し
ま
す
。

　
病
院
事
業
管
理
者

　
今
年
度
の
小
児
救
急
等
は
、
第

７
波
の
影
響
で
増
加
し
て
い
ま

問

問

答

答答

議員森脇　徹
日本共産党高島市議団

代表質問

新
ご
み
処
理
施
設
は
、
市
の
主

体
的
指
導
の
も
と
市
民
の
合
意

形
成
を
図
り
進
め
ら
れ
る
か

　
市
の
選
定
基
準
に
基
づ
き
、
妥

当
性
を
示
し
周
辺
地
域
の
協
力
を

求
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
。

問

　
児
童
福
祉
施
設
で
の
感
染
予
防

と
早
期
検
査
で
、
保
育
士
は
４
回

目
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
対
象
で
な

い
。
国
の
ワ
ク
チ
ン
新
方
針
は
、

２
価
ワ
ク
チ
ン
の
前
倒
し
接
種
方

針
だ
。保
育
士
等
の
接
種
優
先
を
。

問

そ
の
他
の
質
問

●
人
・
農
地
プ
ラ
ン
計
画
実
行
へ

市
の
役
割
発
揮
を

●
合
併
し
な
い
高
島
市
森
林
組
合
の

新
方
針
と
連
携
す
る
市
林
政
を

す
。
救
急
医
療
は
、
医
療
機
関
へ

の
迅
速
な
患
者
搬
送
が
不
可
欠
で

あ
り
、
本
市
の
広
大
な
面
積
に
集

落
が
点
在
す
る
地
理
的
条
件
を
踏

ま
え
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た

慎
重
な
検
討
を
県
に
要
望
し
て
い

ま
す
。
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一般質問一般質問

建
設
地
の
周
辺
区
へ
の
対
応
を

建
設
地
の
周
辺
区
へ
の
対
応
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か

ご
意
見
等
を
十
分
聴
き
取
ら
せ
て
い
た
だ
き

検
討
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す

　

二
度
の
公
募
で
も
予
定
地
選
定

に
至
ら
な
か
っ
た
結
果
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

今後の環境センター
後継処理施設建設に
向けて

問

問答

　

周
辺
区
へ
の
対
応
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
市
長

　

こ
れ
ま
で
の
公
募
方
式
に
よ
る

経
緯
の
中
で
、
応
募
地
周
辺
地
域

で
の
説
明
会
で
は
、
施
設
の
設
置
、

運
転
に
対
す
る
生
活
環
境
や
農
林

漁
業
へ
の
影
響
を
は
じ
め
、
多
く

の
ご
不
安
や
ご
懸
念
が
寄
せ
ら
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
に

お
き
ま
し
て
も
、
周
辺
地
域
の
ご

意
見
な
ど
も
十
分
聴
き
取
ら
せ
て

い
た
だ
き
、
検
討
す
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

　
市
長

　

応
募
区
を
は
じ
め
、
周
辺
地
域

の
ご
理
解
や
合
意
形
成
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
の
ご
負
担
は
決
し

て
小
さ
く
な
い
も
の
と
捉
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ご
み
処
理
施
設
の

技
術
の
進
歩
に
よ
る
安
全
性
は
確

立
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
一
部

の
方
々
に
は
、
未
だ
不
衛
生
な
施

設
と
の
先
入
観
も
少
な
か
ら
ず

残
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
に
お
き
ま
し
て
は
、
市

の
責
任
に
お
い
て
、
主
体
的
に
候

補
地
を
選
定
し
、
地
元
お
よ
び
周

辺
地
域
の
合
意
形
成
を
図
り
な
が

ら
、
事
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

答

い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

新
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
は
、
現

在
の
市
に
お
け
る
最
重
要
課
題
と

位
置
づ
け
、
一
刻
も
早
く
、
廃
棄

物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
に
基
づ
く
、
市
の
一
般
廃
棄
物

処
理
責
任
を
果
た
す
べ
く
、
現
在
、

候
補
地
の
選
定
に
向
け
て
、
鋭
意

検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
以
上
引
き
延
ば
す
わ
け
に
は

い
か
な
い
と
い
う
の
が
、
私
の
偽

ら
ざ
る
思
い
で
あ
り
、
令
和
11
年

度
ま
で
に
竣
工
あ
る
い
は
運
転
開

始
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
強
い
意
志
を
持
っ
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

令
和
11
年
度
完
成
予
定
期
限
は

変
更
し
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
厳
し
い
の
で
は

な
い
か
。

問　
市
長

　

現
在
、
市
の
燃
や
せ
る
ご
み
の

処
理
は
、
三
重
県
伊
賀
市
に
所
在

し
て
お
り
ま
す
民
間
事
業
者
に
緊

急
避
難
的
に
委
託
を
し
、
伊
賀
市

お
よ
び
民
間
事
業
所
が
設
置
さ
れ

て
お
り
ま
す
地
元
区
に
令
和
11
年

度
ま
で
の
間
、
受
け
入
れ
を
容
認

答

代表質問 澤本　長俊 議員
真志会
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一般質問一般質問

高
島
市
の
住
民
福
祉
を
向
上

高
島
市
の
住
民
福
祉
を
向
上

さ
せ
る
気
概
は
日
々
ど
れ
く

さ
せ
る
気
概
は
日
々
ど
れ
く

ら
い
あ
る
か

ら
い
あ
る
か

住
民
福
祉
の
向
上
は
地
方
自
治
の
本
旨
で

あ
り
、
常
に
心
掛
け
る
べ
き
と
認
識
し
て

い
ま
す

　
挑
戦
へ
の
認
識
は
。

　
市
民
の
声
に
十
分
応
え
ら
れ
て

い
る
か
。

地方創生について、
行政の姿勢を問う

問問

問答

中川　あゆこ 議員

　
高
島
市
の
安
心
・
安
全
な
公
共

交
通
の
た
め
に
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
と
る
気
概
は
あ
る
の
か
。

　
市
長
、
副
市
長
と
、
市
民
や
議

員
と
の
意
見
交
換
や
交
流
に
つ
い

て
。

　
政
策
部
長

　
市
民
お
一
人
お
一
人
の
ご
意
見

に
は
真
摯
に
向
き
合
っ
て
い
る
つ

も
り
で
す
。
全
て
の
ご
要
望
に
応

え
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
切
れ
ま

せ
ん
が
、
私
た
ち
は
多
く
の
市
民

の
方
か
ら
幅
広
い
ニ
ー
ズ
や
考
え

方
を
把
握
す
る
こ
と
に
努
め
、
最

終
的
に
は
総
合
的
に
判
断
、
決
断

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
都
市
整
備
部
長

　
公
共
交
通
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
作
成
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
も

関
係
機
関
と
の
調
整
、
状
況
把
握

に
努
め
て
い
ま
す
。
当
然
、
公
共

交
通
の
交
通
整
理
は
都
市
整
備
部

が
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問問

答

　
総
務
部
長

　
高
島
市
職
員
行
動
宣
言
に
も
あ

る
よ
う
に
職
員
は
常
に
改
革
意
識

を
持
ち
、
前
例
踏
襲
に
と
ら
わ
れ

ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
て

果
敢
に
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
高
島
リ
ビ
ン
グ
・
シ

フ
ト
構
想
を
は
じ
め
と
す
る
新
し

い
施
策
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

査
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
満

足
度
が
向
上
し
て
い
ま
す
。
要
望

内
容
に
応
じ
て
適
切
な
対
応
に
努

め
て
い
ま
す
。

　
総
務
部
長

　
行
政
全
般
の
多
く
が
法
令
、
条

例
、
規
則
に
よ
る
適
否
を
判
断
す

る
も
の
で
す
が
、
実
情
に
合
わ
な

い
場
合
は
、
条
例
改
正
な
ど
実
現

す
る
た
め
の
方
策
も
必
要
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

答

答

　
高
島
リ
ビ
ン
グ
・
シ
フ
ト
構
想

に
載
っ
て
い
な
い
市
民
ア
イ
デ
ィ

ア
へ
の
対
応
は
。

問

　
市
長

　
市
内
の
各
団
体
の
方
々
か
ら
い

ろ
い
ろ
な
ご
要
望
や
ご
提
案
を
い

た
だ
き
ま
す
。
公
共
性
・
公
益

性
・
緊
急
性
・
非
代
替
性
等
の
観

点
、
高
島
市
に
プ
ラ
ス
に
な
る
の

か
等
、様
々
な
角
度
か
ら
判
断
し
、

私
の
考
え
を
お
伝
え
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
議
員
の
皆
様
と

は
、
ま
さ
に
、
こ
の
議
会
の
場
で

執
行
部
と
議
論
を
交
わ
し
、
双
方

か
ら
政
策
提
案
を
し
、
大
い
に
政

策
議
論
、
激
論
を
交
わ
す
べ
き
と

考
え
ま
す
。

答

　
難
し
い
と
思
う
よ
り
、
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
と
い
う
考
え
方
に

つ
い
て
。

問

　
総
務
部
長

　
令
和
２
年
度
の
市
民
ニ
ー
ズ
調

答

答
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市
に
コ
ロ
ナ
専
用
窓
口
を
設
置

市
に
コ
ロ
ナ
専
用
窓
口
を
設
置

し
て
は
ど
う
か

し
て
は
ど
う
か

相
談
窓
口
を
わ
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す

　
医
療
逼
迫
の
非
常
事
態
を
つ
か

ん
で
い
る
か
。

　
７
月
20
日
か
ら
９
月
９
日
ま
で

に
３
６
１
４
人
罹
患
さ
れ
、
10
人

に
１
人
以
上
が
感
染
。
学
校
や
保

育
園
の
子
ど
も
達
が
多
く
感
染

し
、
家
族
感
染
も
広
が
っ
た
。
高

コロナ感染拡大の時、
市民に安心を与える
市の対応を

問問

問答

キ
ッ
ト
も
薬
局
で
十
分
確
保
い
た

だ
い
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
の

で
、
市
で
の
備
蓄
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
。

　
健
康
福
祉
部
長

　
保
健
所
が
、
帰
宅
方
法
の
調
整

を
行
な
っ
て
お
り
、
高
島
保
健
所

に
専
用
車
両
が
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
不
足
す
る
場
合
は
、
栗
東
か

ら
配
車
さ
れ
る
と
も
聞
い
て
い
ま

す
。

答

　
健
康
福
祉
部
長

　
県
か
ら
は
、
配
置
し
て
い
る
専

用
車
両
で
対
応
で
き
て
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。
高
島
保
健
所
と
、

今
後
の
対
応
を
相
談
し
て
い
き
ま

す
。

答

そ
の
他
の
質
問

●
「
公
営
住
宅
は
保
証
人
な
く
と

も
入
居
で
き
る
」
の
国
通
達
を

守
っ
て

●
暮
ら
し
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
生
活
保
護
は
生
活
の
保
障

　
健
康
福
祉
部
長

　

８
月
23
日
に
は
１
３
３
人
と
、

最
多
の
感
染
者
数
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。
ピ
ー
ク
時
に
は
一
時
的
に

発
熱
外
来
受
診
が
増
え
、
長
時
間

お
待
ち
い
た
だ
い
た
り
、
検
査
に

時
間
を
要
し
た
こ
と
は
承
知
し
て

い
ま
す
。

答

福井　節子 議員

齢
者
施
設
で
は
ク
ラ

ス
タ
ー
も
発
生
し

た
。
第
８
波
に
向
け

ど
う
備
え
る
か
、
共

通
認
識
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
健
康
福
祉
部
長

　

７
月
19
日
以
降
の
感
染
状
況
、

発
熱
外
来
の
受
診
状
況
は
把
握
し

て
い
ま
す
。
現
在
は
少
し
落
ち
着

い
て
き
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、

そ
の
あ
た
り
の
認
識
は
し
っ
か
り

持
っ
て
い
ま
す
。

答　
こ
の
時
期
は
、
抗
原
検
査
キ
ッ

ト
が
市
内
の
薬
局
に
な
か
っ
た
。

保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
無
料
配
布

の
検
査
キ
ッ
ト
を
備
蓄
し
て
は
ど

う
か
。

問

　
救
急
搬
送
後
、自
宅
療
養
に
な
っ

た
方
の
帰
宅
の
交
通
手
段
は
、
コ

ロ
ナ
専
用
車
両
が
あ
る
の
か
。

問

　
健
康
福
祉
部
長

　
現
在
も
、
県
が
無
料
化
検
査
事

業
を
継
続
し
て
い
ま
す
し
、
検
査

答

　
陽
性
者
が
帰
宅
時
に
長
時
間
病

院
で
待
た
さ
れ
た
と
聞
く
。
他
市

で
は
タ
ク
シ
ー
会
社
と
契
約
し
て

送
迎
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
高
島

で
も
必
要
で
は
な
い
か
。

問

　
逼
迫
時
は
、
保
健
所
も
か
か
り

つ
け
医
も
救
急
も
、
電
話
は
つ
な

が
ら
ず
検
査
も
受
け
ら
れ
な
い
状

況
が
あ
っ
た
。
市
民
は
身
近
な
市

を
頼
り
に
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
相

談
窓
口
が
必
要
で
は
な
い
か
。

問　
健
康
福
祉
部
長

　
県
の
受
診・相
談
セ
ン
タ
ー
が
、

24
時
間
３
６
５
日
対
応
さ
れ
て
い

ま
す
し
、
緊
急
時
に
は
、
救
急
病

院
等
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
う
し
た
情
報
を
わ
か
り
や
す
く

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

答
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ス
ト
ー
マ
装
具
だ
け
で
な
く
、

ス
ト
ー
マ
装
具
だ
け
で
な
く
、

ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
も
給
付
対
象

ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
も
給
付
対
象

に
し
て
は
ど
う
か

に
し
て
は
ど
う
か

給
付
対
象
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
き
ま
す

　
ス
ト
ー
マ
装
具
の
給
付
対
象
者

の
状
況
お
よ
び
推
移
は
。

　
ス
ト
ー
マ
装
具
お
よ
び
そ
の
他

ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
に
関
す
る
考
え

方
は
。

そ
の
他
ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
は
、
皮

膚
ト
ラ
ブ
ル
や
排
泄
物
の
漏
れ
を

防
止
す
る
た
め
の
保
護
剤
や
固
定

ベ
ル
ト
な
ど
、
ス
ト
ー
マ
管
理
に

必
要
な
用
品
で
、
近
年
、
種
類
が

豊
富
に
な
り
使
い
や
す
く
な
っ
た

こ
と
で
、
ス
ト
ー
マ
装
具
と
一
体

的
に
使
用
さ
れ
る
方
が
増
え
て
い

ま
す
。

高島市日常生活用具給付
等事業でのストーマ装具
やアクセサリー類の購入
について

問問

問答

早川　浩德 議員

　
市
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活
困

窮
世
帯
の
特
例
給
付
も
考
え
方
は

同
じ
か
。

　

給
付
等
事
業
の
対
象
に
つ
い

て
、
今
後
も
見
直
し
が
必
要
と
考

え
る
が
。

に
入
れ
、
検
討
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

　
健
康
福
祉
部
長

　
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
実

施
規
則
内
で
特
例
給
付
に
関
す
る

規
定
を
設
け
て
お
り
、
対
象
の
品

目
も
考
え
方
は
同
じ
で
す
。

　
健
康
福
祉
部
長

　
今
後
、
色
々
な
用
品
が
追
加
さ

れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
国
の
対

象
品
目
を
精
査
し
、
そ
の
都
度
見

直
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

問問 答答

　
健
康
福
祉
部
長

　
平
成
29
年
度
が
92
人
、
平
成
30

年
度
が
89
人
、
令
和
元
年
度
が
93

人
、
令
和
２
年
度
が
98
人
、
令
和

３
年
度
が
１
０
９
人
と
年
々
増
加

傾
向
で
す
。

　
健
康
福
祉
部
長

　
ス
ト
ー
マ
装
具
は
、
人
工
肛
門

や
人
工
膀
胱
を
造
設
さ
れ
て
い
る

方
が
、
排
泄
物
を
処
理
す
る
た
め

腹
部
に
装
着
す
る
収
納
袋
で
す
。

答答

そ
の
他
の
質
問

子
ど
も
た
ち
を
育
む
、
よ
り
良
い

教
育
環
境
の
実
現
に
つ
い
て

　
ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
を
日
常
生
活

用
具
給
付
等
事
業
の
対
象
に
し
て

は
。

問
用
具
の
種
類
・
性
能
等
を
定
め
て

お
り
、
ス
ト
ー
マ
装
具
は
、
収
納

袋
の
み
給
付
対
象
と
し
て
い
ま

す
。

　
健
康
福
祉
部
長

　
ア
ク
セ
サ
リ
ー
類
を
使
用
す
る

こ
と
で
、
よ
り
安
心
で
快
適
な
日

常
生
活
に
つ
な
が
る
の
で
、
利
用

状
況
を
踏
ま
え
、
現
状
に
合
っ
た

給
付
対
象
に
見
直
す
こ
と
を
視
野

答

　
日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業
に

関
す
る
ス
ト
ー
マ
装
具
や
ア
ク
セ

サ
リ
ー
類
の
規
定
は
。

問　
健
康
福
祉
部
長

　
高
島
市
障
が
い
者
日
常
生
活
用

具
給
付
等
事
業
実
施
規
則
で
、
障

が
い
の
程
度
や
状
態
で
給
付
す
る

答
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医
療
費
無
償
化
の
高
校
生
ま
で
の
拡
充

医
療
費
無
償
化
の
高
校
生
ま
で
の
拡
充

に
つ
い
て

に
つ
い
て

国
・
県
の
動
向
や
施
策
の
優
先
順
位
な
ど
を
見
極
め

総
合
的
に
判
断
し
て
い
き
ま
す

　
市
外
の
高
校
へ
の
進
学
状
況
に

つ
い
て
。

　
医
療
費
無
償
化
の
高
校
生
ま
で

の
拡
充
に
つ
い
て
。

育
て
支
援
策
の
一
つ
と
し
て
有
効

と
考
え
ま
す
が
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
も
と
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
実
施
し
て
い
る
た
め
、
国
・
県

の
動
向
や
施
策
の
優
先
順
位
な
ど

を
見
極
め
総
合
的
に
判
断
し
て
い

き
ま
す
。

高校生とその保護者
への支援について

問問

問答

　
高
校
の
教
材
費
や
教
科
外
活
動

費
等
の
助
成
に
つ
い
て
。

て
い
る
た
め
、
一
部
の
高
校
生
を

対
象
に
し
た
助
成
の
導
入
予
定
は

現
在
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

　
教
育
総
務
部
長

　
県
に
よ
る
高
等
学
校
等
就
学
支

援
金
制
度
が
設
け
ら
れ
、
約
８
割

の
方
が
支
援
を
受
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
教
科
外
活
動
費
に
つ
い
て
は

問答

　

奨
学
金
返
還
の
支
援
に
つ
い

て
。

　
教
育
総
務
部
長

　
過
去
５
年
間
で
高
島
市
育
英
資

金
は
２
人
、
高
島
屋
奨
学
金
育
英

資
金
は
６
人
に
貸
与
し
て
お
り
、

引
き
続
き
育
英
資
金
を
続
け
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
奨
学
金
等
の

返
還
支
援
に
つ
い
て
は
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
ど
の
よ
う
な
施
策
や

支
援
を
行
う
こ
と
が
子
ど
も
の
支

援
に
な
る
の
か
、
将
来
の
高
島
市

の
持
続
的
発
展
に
つ
な
が
る
の
か

を
慎
重
に
見
極
め
な
が
ら
関
係
部

局
と
連
携
し
、
今
後
も
調
査
研
究

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

　
教
育
総
務
部
長

　
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
市

外
高
校
へ
の
進
学
者
数
は
３
５
９

人
で
約
31
％
で
す
。

　
市
民
生
活
部
長

　
市
で
は
、
平
成
26
年
10
月
か
ら

中
学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
医
療

費
を
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄

付
金
を
財
源
に
所
得
制
限
な
し
で

全
額
助
成
し
て
い
ま
す
。
高
校
生

世
代
ま
で
の
拡
充
に
つ
い
て
は
子

答答

所
得
の
低
い
世
帯
対
象
に
奨
学
の

た
め
の
給
付
金
の
制
度
が
設
け
ら

れ
て
お
り
、
今
あ
る
県
の
奨
学
制

度
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

ス
マ
ホ
教
室
に
よ
る
高
齢
化
の
デ

ジ
タ
ル
・
デ
バ
イ
ド
解
消
に
つ
い

て

　
高
校
の
通
学
定
期
券
等
購
入
費

の
助
成
に
つ
い
て
。

問

磯部　亜希 議員

　
教
育
総
務
部
長

　
中
学
校
卒
業
後
の
進
学
先
は
多

岐
に
わ
た
り
、
通
学
手
段
も
様
々

で
、
義
務
教
育
以
降
の
進
路
は
自

ら
の
人
生
設
計
の
も
と
適
切
に
高

校
を
選
択
し
、
主
体
的
に
通
わ
れ

答
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総
合
的
な
観
点
に
立
っ
て
費
用
対
効
果
な
ど
も

十
分
に
見
極
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

　
解
体
撤
去
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
の

経
済
効
果
か
ら
、
有
効
活
用
に
よ

る
プ
ラ
ス
の
経
済
効
果
に
転
じ
る

場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
経

済
を
活
性
化
す
る
効
果
が
見
込
め

る
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
合
併

特
例
債
や
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国

家
構
想
に
関
連
す
る
交
付
金
を
活

用
し
て
、
Wi
ー

Fi
環
境
の
整
備
な

ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
※
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
や
※
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
お
よ
び
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
等
へ

の
空
き
部
屋
や
空
き
ス
ペ
ー
ス
の

改
修
な
ど
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
付
加
価
値
を
高
め
る
方
法
を
検

討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
指
定
管

理
者
の
ア
イ
デ
ア
や
ご
意
見
を
十

分
に
反
映
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

の
課
題
や
、
施
設
の
新
た
な
利
活

用
の
有
用
性
を
勘
案
し
た
上
で
、

総
合
的
に
見
極
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
総
務
部
長

　
指
定
管
理
者
と
の
定
例
会
議
等

民間の力を活かした公共
施設の有効活用について

問

問答

答

　
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー
ス
お
よ
び
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
等
へ
の
空
き
部
屋
や
空
き

ス
ペ
ー
ス
の
改
修
に
つ
い
て
も
、

地
方
分
散
へ
の
人
の
流
れ
を
視
野

に
入
れ
る
と
今
ま
さ
に
実
施
す
る

タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
な
い
か
。

　
政
策
部
長

　
現
在
も
内
部
で
協
議
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
、
今
年
度

問答

　
市
外
か
ら
の
誘
客
を
想
定
し
て

い
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
観
光

施
設
に
つ
い
て
、
新
た
な
人
の
流

れ
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
ハ
ー

ド
整
備
を
進
め
る
た
め
に
、
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
に
関
連

す
る
令
和
４
年
度
補
正
予
算
、
令

和
５
年
度
予
算
を
し
っ
か
り
と
確

保
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
政
策
部
長

　
今
後
の
新
た
な
交
付
金
の
内
容

を
十
分
確
認
し
た
上
で
、
こ
れ
ま

で
同
様
に
積
極
的
に
交
付
金
の
活

用
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問答

付
加
価
値
を
高
め
る
方
法
に
つ
い
て
指
定
管
理
者

付
加
価
値
を
高
め
る
方
法
に
つ
い
て
指
定
管
理
者

の
ア
イ
デ
ア
や
ご
意
見
を
十
分
に
反
映
さ
せ
て
は

の
ア
イ
デ
ア
や
ご
意
見
を
十
分
に
反
映
さ
せ
て
は

ど
う
か

ど
う
か

問

そ
の
他
の
質
問

源
流
地
域
に
お
け
る
自
然
環
境
の

保
全
に
つ
い
て

今城　克啓 議員

　
総
務
部
長

　
耐
用
年
数
と
維
持
管
理
コ
ス
ト

答

※
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
リ
ゾ
ー
ト
地
な
ど
で
休
み
を
取
り
つ
つ

　
テ
レ
ワ
ー
ク
を
す
る
働
き
方

※
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス

個
人
事
業
主
や
起
業
家
な
ど
が
、
オ
フ
ィ

ス
の
基
本
設
備
を
共
有
し
な
が
ら
仕
事
を

す
る
場
所

を
通
じ
て
お
聞
き
し
た
ご
意
見
も

参
考
に
し
な
が
ら
、
総
合
的
な
観

点
に
立
っ
て
、
費
用
対
効
果
な
ど

も
十
分
に
見
極
め
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

か
ら
進
め
て
い
き
ま
す
リ
ビ
ン

グ
・
シ
フ
ト
構
想
の
中
で
十
分
に

検
討
し
て
い
き
ま
す
。



高島市議会だより 2022．第86号 14

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
利
用
す
る
家

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
利
用
す
る
家

庭
へ
の
補
助
金
や
必
要
な
財
政
支

庭
へ
の
補
助
金
や
必
要
な
財
政
支

援
を
行
う
べ
き
で
は

援
を
行
う
べ
き
で
は

国
や
県
の
動
向
を
見
極
め
、
対
応
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す

　
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
「
民
間

施
設
に
つ
い
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
の
多
様
な
学

び
の
場
と
し
て
、
民
間
施
設
で
あ

る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
重
要
性
に

つ
い
て
、
本
市
の
施
策
を
問
う
。

　
児
童
生
徒
が
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

に
通
っ
た
参
加
日
数
が
、
学
校
出

席
扱
い
に
な
っ
て
い
る
か
。

　
「
学
校
に
登
校
す
る
」
と
い
う

結
果
の
み
を
目
標
に
す
る
の
で
は

な
く
、
児
童
生
徒
が
自
ら
の
進
路

を
主
体
的
に
捉
え
て
、
社
会
的
に

自
立
す
る
こ
と
を
目
指
す
必
要
が

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
現
場
教
職

員
や
学
校
長
の
理
解
は
ど
う
か
。

　
教
育
指
導
部
長

　
文
部
科
学
省
の
通
知
を
踏
ま
え

て
、
民
間
施
設
に
お
け
る
相
談
、

指
導
が
社
会
的
な
自
立
を
目
指
し

た
も
の
で
あ
る
か
、
か
つ
、
不
登

校
児
童
生
徒
が
自
ら
登
校
を
希
望

し
た
際
に
、
円
滑
な
学
校
復
帰
が

可
能
と
な
る
よ
う
個
別
指
導
等
の

適
切
な
支
援
を
実
施
し
て
い
る
と

評
価
で
き
る
か
等
を
要
件
に
、
学

校
長
が
判
断
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
教
育
指
導
部
長

　
文
部
科
学
省
通
知
か
ら
引
用
さ

れ
た
内
容
で
す
が
、
同
通
知
で
は

学
業
の
遅
れ
や
進
路
選
択
上
の
不

利
益
や
社
会
的
自
立
へ
の
リ
ス
ク

が
存
在
す
る
こ
と
に
留
意
す
る
旨

も
示
さ
れ
て
お
り
、
両
方
の
支
援

の
視
点
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
不

登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る
効
果
的

多様な学びの場「フリー
スクール」について

問

問

問

答

答

問答

な
支
援
が
充
実
す
る
よ
う
日
々
努

力
し
て
い
ま
す
。

　
不
登
校
が
生
じ
な
い
よ
う
な
学

校
の
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
自
然

環
境
を
生
か
し
た
り
、
自
分
で
考

え
る
力
を
育
む
な
ど
、
市
独
自
の

教
育
ス
タ
イ
ル
で
、
教
育
改
革
も

求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
る
が
、

高
島
市
の
教
育
改
革
は
ど
う
か
。

　
教
育
指
導
部
長

　

不
登
校
の
防
止
に
つ
い
て
は
、

学
校
が
安
心
し
て
教
育
が
受
け
ら

れ
る
魅
力
あ
る
場
所
と
な
る
よ

う
、
ま
た
自
己
肯
定
感
や
自
己
有

用
感
を
高
め
ら
れ
る
場
と
な
る
よ

う
、
各
学
校
で
様
々
な
改
善
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問答

　
教
育
指
導
部
長

　
県
や
他
市
町
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
の

必
要
性
を
含
め
て
研
究
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

答

一般質問一般質問

板持　文子 議員
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一般質問一般質問

鋭
意
検
討
、
調
整
を
図
っ
て
い
る
段
階
で
す

　
今
後
の
新
ご
み
処
理
施
設
建
設

の
方
向
性
を
含
め
た
全
般
に
つ
い

て
。

　
現
在
の
取
り
組
み
状
況
は
、
庁

内
で
協
議
を
進
め
て
い
る
が
、
具

体
的
な
候
補
地
は
決
ま
っ
て
い
な

い
と
の
認
識
で
よ
い
の
か
。

　
環
境
部
長

　
伊
賀
市
に
、
令
和
11
年
度
ま
で

は
や
む
を
得
な
い
と
い
う
こ
と

で
、
受
け
入
れ
の
容
認
を
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
踏
ま
え
ま
す
と
、
極

力
早
い
段
階
で
用
地
を
選
定
し
、

そ
し
て
、
そ
の
後
の
建
設
に
繋
げ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
よ
う
な
段
階
に
あ
り
ま
し
て
、

手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
状
況
で
は

無
い
と
い
う
こ
と
で
、鋭
意
検
討
、

調
整
を
図
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
い

る
段
階
に
あ
り
ま
す
。

今後の新ごみ処理施設
建設について

問

問

答

答

　
具
体
的
に
協
議
を
進
め
て
い
る

候
補
地
が
あ
る
の
か
。

　
環
境
部
長

　
様
々
な
可
能
性
を
排
除
す
る
こ

と
な
く
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

問答

　
環
境
部
長

　

今
後
は
、
市
の
責
任
に
お
い

て
、
主
体
的
に
予
定
地
の
選
定
を

進
め
て
い
き
ま
す
。
地
元
区
・
自

治
会
お
よ
び
周
辺
地
域
の
皆
様
に

対
し
ま
し
て
、
事
業
の
必
要
性
、

施
設
の
概
要
、
生
活
環
境
へ
の
影

響
対
策
な
ど
を
し
っ
か
り
と
お
示

し
し
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
合

意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

答

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
の
現
在
の
取
り
組
み
状
況
は

新
ご
み
処
理
施
設
建
設
の
現
在
の
取
り
組
み
状
況
は

問

藤田　昭 議員

そ
の
他
の
質
問

●
中
小
企
業
向
け
融
資
制
度
の
拡

充
に
つ
い
て

●
歩
行
者
の
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
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支
援
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
が
、

支
援
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
が
、

困
り
感
の
な
い
ひ
と
り
親
世
帯
へ

困
り
感
の
な
い
ひ
と
り
親
世
帯
へ

の
支
援
は

の
支
援
は

研
修
や
情
報
発
信
を
行
い
、
必
要
な
支
援
に
つ
な

が
る
よ
う
努
め
ま
す

　
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
支
援
制
度

の
情
報
が
適
切
に
届
い
て
い
な
い

課
題
が
あ
る
が
、
窓
口
で
の
周
知

方
法
は
。

　
客
観
的
に
見
て
支
援
が
必
要
と

考
え
ら
れ
る
が
困
り
感
の
な
い
ご

家
族
へ
の
支
援
は
。

　
子
ど
も
未
来
部
長

　
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
に
関
わ
っ

て
お
ら
れ
る
方
が
、
相
談
機
関
に

つ
な
ぐ
機
会
を
増
や
せ
る
よ
う
工

夫
し
ま
す
。

ひとり親世帯へのサポー
トと居住支援について

問

問

答

問答

　
市
営
住
宅
に
空
き
物
件
が
あ
る

の
で
あ
れ
ば
、
ひ
と
り
親
世
帯
へ

の
住
宅
支
援
の
た
め
に
随
時
募
集

の
地
域
枠
を
広
げ
ら
れ
な
い
か
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
も
、

ひ
と
り
親
世
帯
向
け
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。

　
子
ど
も
未
来
部
長

　
現
在
、
高
島
市
に
は
低
額
な
家

賃
で
賃
貸
す
る
市
営
住
宅
が
数
多

く
整
備
さ
れ
て
お
り
、
現
時
点
で

は
民
間
住
宅
へ
の
入
居
に
対
す
る

補
助
制
度
を
設
け
る
こ
と
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

　
都
市
整
備
部
長

　
今
後
、空
き
状
況
を
み
な
が
ら
、

利
用
が
少
な
く
な
れ
ば
、
そ
の
時

に
は
随
時
募
集
に
切
り
替
え
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
子
ど
も
未
来
部
長

　
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
再
構
築
と
い
う
幅
広
い
課

題
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
他
の

自
治
体
の
先
進
事
例
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
調
査
研
究
し
ま
す
。

問問 答答答

　
子
ど
も
未
来
部
長

　
離
婚
に
関
す
る
相
談
対
応
時
や

離
婚
届
の
手
続
き
時
、
ひ
と
り
親

世
帯
が
転
入
さ
れ
た
場
合
に
各
種

制
度
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
を
し

て
お
り
、
担
当
職
員
が
窓
口
に
出

向
い
た
り
、
ご
希
望
に
よ
っ
て
は

担
当
課
ま
で
お
越
し
い
た
だ
き
説

明
し
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
未
来
部
長

　
支
援
者
が
困
っ
て
い
る
こ
と
に

い
ち
早
く
気
付
き
、
早
期
に
支
援

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
支
援
関

係
者
が
参
加
す
る
「
子
ど
も
の
貧

困
対
策
情
報
交
換
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
今
後
も
研
修
や
情
報
発

信
を
行
い
、
必
要
な
支
援
に
つ
な

が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

答

答

一般質問一般質問

　
ひ
と
り
親
世
帯
と
つ
な
が
る
目

的
で
、
※
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
な

ど
に
出
張
相
談
窓
口
を
設
け
ら
れ

な
い
か
。

　

特
に
母
子
世
帯
に
つ
い
て
は

“
居
住
の
貧
困
”
と
も
い
え
る
状

況
が
あ
る
が
、
家
賃
低
廉
化
補
助

事
業
に
取
り
組
ま
な
い
か
。

問問

是永　宙 議員

※
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
が
食
に
困
っ
た
と
き

に
無
償
で
食
の
支
援
が
受
け
ら
れ
る
活
動
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一般質問一般質問

計
画
中
の
医
療
型
短
期
入
所
施
設
に
つ
い
て

は
、
12
月
開
所
に
向
け
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す

　
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
し
た
学
校
・
医
療
・
福

祉
の
連
携
体
制
づ
く
り
は
ど
う

か
。

　
医
療
的
ケ
ア
児
等
受
入
施
設
整

備
事
業
の
進
捗
状
況
、
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
確
保
や

整
備
計
画
は
。

　
健
康
福
祉
部
長

　
計
画
中
の
医
療
型
短
期
入
所
施

設
に
つ
い
て
は
、
９
月
中
に
交
付

申
請
を
予
定
さ
れ
、
12
月
開
所
に

向
け
て
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
高
島
市
障
が
い
児
福

祉
計
画
に
お
い
て
、
医
療
的
ケ
ア

児
等
の
重
度
心
身
障
が
い
児
を
受

け
入
れ
る
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
を
1
か
所
確
保
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
が
、
医
療
的
ケ

ア
児
に
必
要
な
受
け
入
れ
体
制
が

医療的ケア児およびその
家族に対する支援のあり
方について

問

問答

答

整
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。
今

後
、
医
療
型
短
期
入
所
施
設
の
取

り
組
み
を
参
考
に
、
他
の
事
業
所

に
お
い
て
も
受
け
入
れ
体
制
の
整

備
を
進
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
人

材
育
成
等
の
支
援
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　
健
康
福
祉
部
長

　

２
つ
以
上
の
事
業
を
一
体
的
に

行
う
場
合
、
多
機
能
型
事
業
所
の

指
定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
の

際
、
組
み
合
わ
せ
が
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
の
種
類
が
決
ま
っ
て
お
り
、

医
療
型
短
期
入
所
は
対
象
に
含
ま

れ
て
い
な
い
の
で
多
機
能
型
と
し

て
運
営
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
多
機
能
型
事
業
所
の
指
定
を

受
け
ず
、
複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
運

営
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事

業
ご
と
に
人
員
・
設
備
・
運
営
基

準
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
複
数
の
事
業
を
運
営
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
課
題
が
多
い
も
の

と
考
え
ま
す
。

答

　
健
康
福
祉
部
長

　
今
後
、
県
と
市
、
学
校・医
療・

福
祉
の
連
携
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

て
い
く
た
め
に
も
、
県
に
お
い
て

医
療
的
ケ
ア
児
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
を
早
期
に
進
め
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
令
和
５
年
度
滋
賀
県
予

算
編
成
に
対
す
る
要
望
と
し
て
新

規
に
加
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

答

医
療
的
ケ
ア
児
受
入
施
設
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
は

医
療
的
ケ
ア
児
受
入
施
設
整
備
事
業
の
進
捗
状
況
は

問

山下　巧 議員

　
今
後
、
開
設
さ
れ
る
医
療
型
短

期
入
所
施
設
と
既
存
の
事
業
所
が

コ
ラ
ボ
し
て
、
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
、
複
合
的
な

施
設
へ
と
移
行
す
る
こ
と
は
可
能

な
の
か
。

問
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自
治
体
で
先
行
し
て
帯
状
疱
疹

自
治
体
で
先
行
し
て
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を
進
め
て
は

ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を
進
め
て
は

ど
う
か

ど
う
か

　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

帯状疱疹のワクチン接種
にかかる費用負担軽減の
取り組みについて

問

問

県
内
13
市
で
助
成
制
度
創
設
の
要
望
書
を
国
・

県
に
提
出
し
て
お
り
、
今
後
の
動
向
を
注
視
し

て
い
き
ま
す

答

藍原　章 議員

　
健
康
福
祉
部
長

　
本
年
９
月
に
県
内
13
市
で
構
成

す
る
滋
賀
県
保
健
事
業
担
当
課
長

会
か
ら
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
費
用
助
成
制
度
の
創
設
を

国
・
県
に
要
望
書
を
提
出
し
ま
し

た
の
で
、
今
後
、
国
・
県
の
動
向

を
注
視
し
て
い
き
ま
す
。

答

　
免
疫
力
の
低
下
を
防
ぐ
、
健
康

増
進
の
取
り
組
み
は
。

　
健
康
福
祉
部
長

　
複
数
の
医
療
機
関
で
接
種
で
き

ま
す
。
今
年
度
か
ら
高
島
市
民
病

院
で
も
２
種
類
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
福
祉
部
長

　
帯
状
疱
疹
は
加
齢
や
疲
労
、
ス

ト
レ
ス
に
よ
る
免
疫
力
の
低
下
が

原
因
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
日
頃

か
ら
睡
眠
を
十
分
と
っ
て
体
を
休

め
る
こ
と
、
ス
ト
レ
ス
を
下
げ
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
、
適
度
な
運
動

な
ど
は
免
疫
力
の
向
上
に
つ
な
が

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ

ン
の
効
果
や
症
状
に
気
づ
い
た
ら

早
め
に
受
診
し
て
い
た
だ
く
こ
と

な
ど
を
、
情
報
発
信
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 答答

そ
の
他
の
質
問

不
登
校
特
例
校
の
設
置
推
進
に
つ

い
て

　
健
康
福
祉
部
長

　
生
ワ
ク
チ
ン
は
、
１
回
の
接
種

で
、
60
歳
以
上
で
は
約
50
％
の
発

症
予
防
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、
そ

の
効
果
は
５
年
程
度
続
く
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

は
、
２
回
の
接
種
が
必
要
で
、
発

症
予
防
効
果
は
50
歳
以
上
で
97
．

２
％
、
70
歳
以
上
で
89
．
８
％
と

さ
れ
、
そ
の
効
果
は
９
年
程
度
続

く
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

い
ず
れ
の
ワ
ク
チ
ン
も
一
定
の
効

果
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

答

　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
周
知
と

接
種
の
推
進
は
。

問　
健
康
福
祉
部
長

　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は
任
意
接

種
の
た
め
、
市
で
は
周
知
を
行
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
発
症
し
や
す
い

と
言
わ
れ
て
い
る
50
歳
以
上
の
方

の
ワ
ク
チ
ン
効
果
に
つ
い
て
、
広

報
な
ど
に
よ
り
情
報
を
伝
え
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

　
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助

成
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　
高
齢
者
が
帯
状
疱
疹
予
防
の
た

め
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希
望
し
た
場

合
、
市
内
で
は
ど
の
医
療
機
関
で

接
種
で
き
る
の
か
。

問問

一般質問一般質問
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案　　件　　名 結果
人
事

諮第１号から 
諮第５号まで 人権擁護委員候補者の推薦について 適任者と

認める

議
　
　
決

議第 60 号

議決事項（公の施設の指定管理者の指定（高島市新旭総合福祉センター「やすらぎ荘」））の変更につき議決を
求めることについて

原案可決令和４年３月２５日に議決を得た高島市新旭総合福祉センター「やすらぎ荘」の指定管理者の指定について、
社会福祉法人高島市社会福祉協議会を指定管理者として指定する期間を令和５年３月３１日までに繰り上げる
もの。

議第 81 号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（朽木デイサービスセンター）

原案可決「社会福祉法人初穂会」を朽木デイサービスセンターの指定管理者に指定することについて、議会の議決を求
めるもの。（公募方式・指定期間：令和５年４月１日～令和 10 年３月３１日）

議第 82 号
公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（朽木小規模特別養護老人ホームやまゆりの里）

原案可決「社会福祉法人初穂会」を朽木小規模特別養護老人ホームやまゆりの里の指定管理者に指定することについて、
議会の議決を求めるもの。（公募方式・指定期間：令和５年４月１日～令和 10 年３月３１日）

議第 83 号

公の施設の指定管理者の指定につき議決を求めることについて（地域密着型小規模特別養護老人ホームやまゆ
りの里）

原案可決
「社会福祉法人初穂会」を地域密着型小規模特別養護老人ホームやまゆりの里の指定管理者に指定することに
ついて、議会の議決を求めるもの。（公募方式・指定期間：令和５年４月１日～令和 10 年３月３１日）

決
算
認
定

議第 61 号 令和３年度高島市一般会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

議第 62 号 令和３年度高島市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

議第 65 号 令和３年度高島市訪問看護ステーション事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認　　定

議第 67 号 令和３年度高島市下水道事業会計決算の認定について 認　　定

議第 68 号 令和３年度高島市病院事業会計決算の認定について 認　　定

議第 69 号 令和３年度高島市介護老人保健施設事業会計決算の認定について 認　　定

条
　
　
例

議第 70 号
高島市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例案

原案可決地方公務員の育児休業等に関する法律の一部改正により、職員の妊娠・出産・育児等と仕事の両立支援のため、
育児休業の取得回数制限が緩和されたことに伴い、所要の改正を行うもの。

議第 71 号
高島市職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例案

原案可決新型コロナウイルス感染症への対応と少子高齢化への対応が重なる最前線で働く保育および看護職員の処遇改
善を図っている特殊勤務手当について、令和４年 10 月以降も継続するため、所要の改正を行うもの。

議第 72 号
高島市新旭総合福祉センターの設置および管理に関する条例を廃止する条例案	

原案可決新旭総合福祉センター「やすらぎ荘」について、周辺地域における民間介護サービス事業所の充実により、地
域における福祉サービス資源が充足していると判断できることから、施設を廃止するもの。

議第 73 号
高島市特定公共賃貸住宅の設置および管理に関する条例の一部を改正する条例案

原案可決特定優良賃貸住宅の供給の促進に関する法律施行規則が一部改正され、特定優良賃貸住宅等の入居者資格の見
直しが行われたことに伴い、所要の改正を行うもの。

議第 84 号
高島市会計年度任用職員の報酬、期末手当および費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案

原案可決滋賀県最低賃金が改正されたことに伴い、高島市会計年度任用職員の一部職種の報酬単価を見直すため、所要
の改正を行うもの。

予
　
　
算

議第 74 号 令和４年度高島市一般会計補正予算（第５号）案 原案可決

議第 75 号 令和４年度高島市一般会計補正予算（第６号）案 原案可決

議第 76 号 令和４年度高島市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）案 原案可決

議第 77 号 令和４年度高島市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）案 原案可決

議第 78 号 令和４年度高島市訪問看護ステーション事業特別会計補正予算（第１号）案 原案可決

議第 79 号 令和４年度高島市病院事業会計補正予算（第１号）案 原案可決

令和４年９月定例会令和４年９月定例会　　議案審議結果議案審議結果（全員賛成分）（全員賛成分）
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○…賛成　　●…反対　　　【会派の名称】共産党→日本共産党高島市議団　夢ネット→夢ネットたかしま　公明会→高島公明会　

会　　派　　名 市民クラブ
高島の虹 至誠会 共産党 真志会

夢
ネ
ッ
ト

公
明
会

無
所
属

無
所
属

無
所
属

案　　　件 結　果

是
永
　
宙

早
川
康
生

髙
木
広
和

藤
田
　
　
昭

山
下
　
　
巧

廣
部
真
造

河
越
安
実
治

中
川
あ
ゆ
こ

福
井
節
子

森
脇
　
徹

澤
本
長
俊

磯
部
亜
希

早
川
浩
德

藍
原
　
章

万
木
　
豊

今
城
克
啓

板
持
文
子

議第 63 号 令和３年度高島市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出
決算の認定について	 認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 64 号 令和３年度高島市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の
認定について	 認　　定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議第 66 号 令和３年度高島市水道事業会計利益の処分および決算の
認定について

原案可決
および認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

賛否が分かれた案件の審議結果一覧賛否が分かれた案件の審議結果一覧

※廣本昌久議員は、議長のため採決に加わらない。

案　　件　　名 結果

予
算

議第 80 号 令和４年度高島市介護老人保健施設事業会計補正予算（第１号）案 原案可決

議第 85 号 令和４年度高島市一般会計補正予算（第７号）案 原案可決

請
願 請願第２号 「不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のための経済的支援制度の確立を求める意見書」の提出を

求める請願 採　　択

発
議 発議第４号 高島市議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例案 原案可決
意
見
書

意見書第２号 不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のための経済的支援制度の確立を求める意見書案 原案可決

決
議 決議第４号 万木豊議員に対する議員辞職勧告決議案 原案可決

　我々議員は、市民から負託を受けた者として、その立場と職責の重さを深く自覚し、高い倫理観と見
識をもって、市政の発展と住民福祉の向上に努めなければならない。高島市議会基本条例第４条では、
議員の活動原則として議会の構成員として自己の資質を高めるとともに、市民の代表者として市民福祉
の向上を目指し活動するものとしている。
　本年７月、万木豊議員が今年３月に中央省庁を視察したとの報告書に虚偽の記載をし、政務活動費を
不正に受け取った事実が明らかになり、本人もそれを認めた。不正に受け取った政務活動費は返金して
いるものの、このことは明らかな犯罪行為であり、市民に対する裏切り行為である。全員協議会におい
て全会一致で刑事告訴することとなった。
　また、万木豊議員は本年３月３０日に滋賀県警により、「準強制性交の疑い」で書類送検された。準
強制性交が疑われる事実が警察の捜査によって明るみになったことで、万木豊議員は高島市や高島市議
会に対する市民の信頼を失墜させた。５月１３日に行われた全員協議会において、本議会の女性議員が、
自らが事件の被害者であると表明されたが、その後も万木豊議員は、質問に対して「捜査中の案件のた
め回答は控える」と繰り返すばかりで、説明責任を果たそうという姿勢が見られず、未だに説明してい
ない。
　さらに、万木豊議員については、コロナ禍の緊急事態宣言中の令和３年８月および９月の２度にわた
り、飲酒行為を繰り返した事が明らかになり、議員倫理観の欠如を厳しく指摘を受け、同年１２月に高
島市議会議員政治倫理条例違反として役職停止の措置をされ、現在も措置が継続中であるにも関わらず、
このような度重なる不祥事をひきおこす万木豊議員は、道義的責任を免れず、議員としての資質が欠如
していると言わざるを得ない。
　よって、本市議会は万木豊議員に対して議員辞職勧告するものである。

　以上の内容を、９月定例会において決議しました。

万木豊議員に対する議員辞職勧告決議を全会一致で可決万木豊議員に対する議員辞職勧告決議を全会一致で可決



　文部科学省の「令和２年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査」
による義務教育段階における不登校児童生徒数は、全国で196,127人と８年連続で増加しており、
滋賀県でも 2,271人と、依然高水準で推移している。また、不登校の定義となっている年間欠席
30日以上の条件に当てはまらないが、学校には登校するものの、所属クラスには入らず別室で
学校生活を送るなど、課題を抱えた児童生徒も多数存在していると考えられる。
　こうした児童生徒の学びの場の一つとして学習活動、教育相談、体験活動などを行っているフ
リースクール等の民間施設等が存在する。
　いわゆるフリースクール等において、提供されているものは学習に関するものや、居場所を提
供するものなど多種多様である。施設へ通所するものや、ネット環境で遠隔で参加するものもあ
る。それぞれが果たす目的に沿って運営されている。また、それらの運営費も利用者からの利用
料や広く募金によるものも含まれる。利益を追求する事業者もあれば、ボランティア的な活動と
して行っているものも存在する。
　平成27年の文部科学省「小・中学校に通っていない義務教育段階の子供が通う民間の団体・
施設に関する調査」によると、こうしたフリースクール等の民間施設を利用する際には、平均約
３万３千円に上るという月額利用料に加え、身近に通う民間施設が無い場合には遠方への通学の
ための身体的、時間的、心理的負担があるケースも見受けられ、保護者や子どもの負担も軽くない。
　そうした現状を考えるに、政府、文部科学省でも調査および検討が進められてはいるものの、
フリースクール等の民間施設利用者への経済的支援については、一部の自治体において独自に設
けられているというのが現状であり、依然として支援が必要とされる方に十分に行き渡っている
とは言えず、かつ迅速性が必要なことは否めない。
　以上のことから、現状では、教育機会確保法第３条「基本理念」の第２項「不登校児童生徒が
行う多様な学習活動の実情を踏まえ、個々の不登校児童生徒の状況に応じた必要な支援が行われ
るようにすること。」が十分果たされているとは言えない状態であり、より迅速に具体的対策を
講じる必要がある。
　よって、国において、不登校支援の一部である多様な学習機会を確保するための具体的対策と
して、次の事項について強く要請する。

記

　教育機会確保法制定に際し、衆議院文部科学委員会と参議院文教科学委員会がそれぞれ附帯決
議した内容である「不登校の児童生徒が、いわゆるフリースクール等の学校以外の場において行
う多様な学習活動に対しては、その負担の軽減のための経済的支援の在り方について検討し、そ
の結果に基づき必要な財政上の措置を講ずること」について、議論を深め、早急に対策を講じる
こと。具体的には、利用者負担の軽減を目的として、フリースクール等の定義を示した上で必要
な経済的支援対策を講じること。

　以上の内容を可決し、地方自治法第９９条の規定により、内閣総理大臣、総務大臣、外務大臣、
文部科学大臣、衆議院議長、参議院議長　あてに提出しました。

意 見 書

不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のための不登校児童生徒に対して多様な学習機会の確保のための
経済的支援制度の確立を求める意見書を可決しました経済的支援制度の確立を求める意見書を可決しました
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令和４年 12月定例会
11月 29日 火 10:00【本会議】12月定例会開会

12月

8日 木

10:00【本会議】一般質問9 日 金

12日 月

13日 火 10:00 総務常任委員会

14日 水 10:00 文教福祉常任委員会

15日 木 10:00 産業建設常任委員会

19日 月 10:00 予算常任委員会

23日 金 10:00【本会議】12月定例会最終日

上記日程は、変更する場合があります。

　本会議・予算常任委
員会の模様をインター
ネットでライブ配信
（生中継）・録画配信し
ています。スマート
フォン・タブレット端
末からもご覧いただけ
ます。
　高島市議会のホームページからアク
セスできますので、ぜひ一度、議会の
様子をご覧ください。

議会だよりに関するご意見・ご感想をお待ちしております。（議会事務局：25－8140）
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ミテミテ市議会
議会の議会の
インターネット中継をインターネット中継を
ご覧いただけます！ご覧いただけます！

　琵琶湖岸の松林に秋の訪れを告げる真っ赤なヒガン
バナが見頃を迎えています。
　台風 14号・15 号通過後、朝晩めっきり涼しくな
り「暑さ寒さも彼岸まで」とは、よく言ったものです。
秋のお彼岸の頃に一斉に咲き始めるヒガンバナは、別
名「曼殊沙華」（マンジュシャゲ）が有名ですが、な
んとその別名は、百個以上もあるといわれています。
　それだけ人々の生活に溶け込み、古くから親しまれ
て来たのでしょう。

高島市新旭町源氏浜にて

　　　（議会広報公聴委員会　藍原　章・板持文子）

今回の表紙写真

高島市議会

　
秋
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